
「履歴照会」について
当年当月の記録されているＥＸＣＥＬが保存されているフォルダを開きます。
フォルダ構成については※１．参照

出力されるEXCELについて
前日または、「株価更新」で最後に作成されたEXCELを基に
各シートを最新の情報に更新し別名(コスモ+操作当日の日付)で保存します。
※「管理表」「株価一覧」「グラフ化」「第一」「第二」「第三」「全体」のシート名は、変更しないで下さい。

１．「管理表」シート
・基本P 「銘柄登録」画面から転記
・コード番号
・３月配当
・9月配当
・合計株数 「株数入力」画面から転記
・現金合計
・各証券会社の株数
・今年初期投入資金 「資金入力」画面から転記
・今年スタートP
・新規投入資金合計
・投入資金Ｐ
・株価 Yahooから取得し展開記述



２．「株価一覧」シート
・コード 「銘柄登録」画面から転記
・銘柄名 Yahooから取得し展開記述
・市場
・利回り
・配当
・１株利益
・１株資産
・単元
・現在値
・前日差
・前日比
・出来高
・始値
・高値
・安値
・日付
・時間
・最終分割情報

３．「グラフ化」シート
・日経平均 Yahooから取得し展開記述
・時価総額 「管理表」シートの総合計金額を転記
・ポイント 「管理表」シートのP合計を転記



４．「第一」「第二」「第三」「全体」シート
A4横で印刷出来るように印刷設定を行っています。
・基本Ｐ 「銘柄登録」画面から転記
・ｺ-ﾄﾞ
・銘柄名
・株価 Yahooから取得し展開記述
・合計株数 「株数入力」画面から転記
・合計金額 ＝ 株価×合計株数
・時価合計 ＝ 合計金額の合計
・現金合計 ＝ 各証券会社の現金残高の合計
・総合計金額 ＝ 時価合計 + 現金合計
・年次の棒グラフ
・時価総額の構成比の円グラフ
下側部の表
・日付/時価総額/ポイント 株価更新で蓄積したデータから毎年の最終日付・最終時価総額・

最終ポイントを転記
・時価増減 ＝ 時価総額 - 前年時価総額
・時価増減率 ＝ (時価総額 - 前年時価総額) / 前年時価総額
・Pt増減 ＝ ポイント - 前年ポイント
・Pt増減率 ＝ (ポイント - 前年ポイント) / 前年ポイント
・増減資 「資金入力」画面から転記



※１．過去の履歴フォルダ構成について
「環境設定」画面の「EXCEL記録フォルダ」に
①．年毎のフォルダは、プログラムが自動作成します。
②．年毎のフォルダは、月毎に分かれます。
③．月毎のフォルダには、1日毎のEXCELが作成されます。

「株価更新」を1日に複数回動作させた場合、最後に動作した内容で上書きされます。

①

②

③


